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船
宿
「
末
麗
」
い
よ
い
よ
来
春
復
元
港
橋
畔
墜

次
郎
長
が
晩
年
、
清
水
波
止
場
で
営
ん
だ
船
宿
「
末
鹿
」
が
、
平
成
十
三
年
四
月
を
目
一

途
に
復
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
木
造
二
階
建
瓦
葺
、
場
所
は
港
橋
畔
の
エ
ス
パ
ル
ス
一

通
り
入
口
の
角
地
。
内
部
は
次
郎
長
博
物
館
の
機
能
を
備
え
る
よ
う
だ
。

次
郎
長
が
晩
年
営
ん
だ
船
宿
「
末
贋
」
が
ほ
ぼ
原
型
の
一
口
の
角
地
に
建
っ
て
い
る
駿
河
銀
行
支
店
建
物
の
場
所
で
一

姿
で
復
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
郎
長
の
歴
史
に
新
一
あ
る
。
お
よ
そ
一
○
○
坪
の
敷
地
に
、
木
造
二
階
建
て
七
－

し
い
－
頁
が
加
え
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
観
光
清
水
市
一
○
坪
の
建
物
が
、
来
年
（
平
成
十
三
年
）
四
月
ま
で
に
建
一

次
郎
長
が
晩
年
、
清
水
波
止
場
戸

途
に
復
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

通
り
入
口
の
角
地
。
内
部
は
次
郎
屋

次
郎
長
が
晩
年
営
ん
だ
船
宿
「
末
贋
」
が
ほ
ぼ
原
型
の

姿
で
復
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
次
郎
長
の
歴
史
に
新

し
い
一
頁
が
加
え
ら
れ
る
ば
か
り
で
な
く
、
観
光
清
水
市

の
活
性
化
に
も
一
役
買
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
こ
の

計
画
は
、
当
会
に
と
っ
て
も
近
来
に
な
い
朗
報
と
い
え
る

よ
う
だ
。

計
画
推
進
の
主
役
は
清
水
市
経
済
部
観
光
課
。
今
年
の

二
月
、
市
議
会
で
復
元
に
要
す
る
予
算
一
億
一
千
六
○
○

万
円
が
可
決
さ
れ
る
の
と
ほ
ぼ
併
行
し
て
、
清
水
地
区
連

合
自
治
会
鈴
木
昭
治
会
長
、
文
化
財
保
誰
称
議
会
杉
山
満

会
長
、
当
会
竹
内
宏
会
長
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
末

広
建
設
検
討
委
員
会
」
が
発
足
し
、
三
月
、
四
月
、
五
月

と
す
で
に
六
回
に
わ
た
っ
て
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
計
画

の
細
部
が
審
議
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
具
体
的
に
決
定
し
て
い
る
計
画
の
概
要
を
紹

介
す
る
と
、
建
設
用
地
は
、
・
清
水
市
港
町
一
丁
目
二
’
一

四
。
巴
川
の
河
口
か
ら
数
え
て
二
番
目
の
港
橋
の
畔
、
甲

州
廻
米
置
場
跡
の
石
碑
の
向
い
側
、
エ
ス
パ
ル
ス
通
り
入

ｰ

４

て
ら
れ
る
予
定
だ
。

こ
の
次
郎
長
の
船
宿
「
末
広
」
復
元
計
画
の
発
端
と
な

っ
た
の
は
、
昨
年
（
平
成
十
一
年
）
八
月
に
当
会
会
長
竹

内
宏
名
で
宮
城
島
弘
正
清
水
市
長
に
宛
て
提
出
し
た
一
通

の
請
願
害
で
あ
る
。

請
願
書
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
当
時
、
取
り
こ
わ
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
た
鶴
舞
町
の
藤
下
邸
（
末
庚
を
引
き
継
い
だ

港
屋
を
移
築
し
た
建
物
）
の
部
材
を
保
存
す
る
よ
う
に
と

の
趣
旨
で
あ
っ
た
。

こ
の
請
願
は
直
ち
に
採
択
さ
れ
、
藤
下
邸
の
部
材
保
存

の
予
算
が
市
議
会
で
通
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
市
長
の
熱

意
か
ら
、
に
わ
か
に
「
末
畷
」
を
復
元
し
よ
う
と
の
計
画

が
提
案
さ
れ
、
平
成
十
二
年
の
年
が
明
け
た
年
頭
の
議
会

に
は
か
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
平
成

ミ
レ
ニ
ア
ム

十
一
一
年
は
い
わ
ゆ
る
千
年
紀
Ⅱ
西
暦
一
一
○
○
○
年
で
あ
る

ば
か
り
で
な
く
、
実
に
次
郎
長
生
誕
一
八
○
年
と
い
う
記

念
す
べ
き
年
に
当
た
る
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
藤
下
邸
が
「
末
廠
」
の
建
物
を
移
築
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
、
関
係
者
に
熱
心
に
説
い
て
回
り
、
部

材
保
存
、
さ
ら
に
は
「
末
庚
」
復
元
の
き
っ
か
け
を
つ
く
っ

た
の
は
、
他
な
ら
ぬ
当
会
顧
問
の
府
川
松
太
郎
氏
で
あ
る
。

昨
年
提
出
し
た
請
願
書
に
は
、
「
末
贋
」
の
所
在
地
、

そ
れ
を
特
定
す
る
裏
付
資
料
、
さ
ら
に
末
贋
を
引
き
継
い

だ
港
屋
、
移
築
さ
れ
た
藤
下
邸
に
至
る
経
緯
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
要
点
を
紹
介
す
る
。

①
末
匿
の
所
在
地

次
郎
長
没
後
、
末
匿
は
未
亡
人
の
三
代
目
お
ち
よ
う
の

手
で
経
営
さ
れ
て
い
た
が
、
大
正
五
年
に
亡
く
な
り
、
養

女
山
本
け
ん
が
継
承
し
た
。
大
正
八
年
、
山
本
け
ん
は
土

地
建
物
を
望
月
正
治
郎
に
売
却
す
る
。
そ
の
譲
渡
証
書
が
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る
。
音
吉
・
よ
し
夫
妻
は
、
兄
が
買
っ
た
二
階
建
家
屋
を

「
港
屋
」
の
看
板
に
塗
り
替
え
、
末
麿
と
同
じ
船
宿
と
し

て
経
営
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
大
正
時
代
の
清

水
波
止
場
」
と
題
す
る
写
真
に
写
さ
れ
て
い
る
「
港
屋
」

の
建
物
こ
そ
、
次
郎
長
が
晩
年
に
営
み
、
終
罵
の
地
と
な

っ
た
船
宿
「
末
麿
」
に
他
な
ら
な
い
。

音
吉
の
没
後
は
長
男
勇
吉
が
「
港
屋
」
を
引
継
い
だ
。

片
山
勇
吉
は
後
に
港
ト
ラ
ッ
ク
株
式
会
社
の
経
営
に
も
参

画
し
て
い
る
。

昭
和
十
三
年
、
「
港
屋
」
の
二
階
建
家
屋
は
、
現
在
の
「
清

水
市
鶴
舞
町
四
’
十
三
番
地
」
に
移
築
さ
れ
た
。
同
所
に

居
住
す
る
藤
下
賢
一
郎
・
美
恵
夫
妻
の
邸
宅
と
し
て
移
築

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
美
恵
夫
人
は
片
山
勇
吉
の
夫
人
は
な

の
実
妹
で
あ
る
。
次
郎
長
が
住
ん
で
い
た
「
末
麿
」
の
柱

や
梁
は
、
そ
の
ま
ま
鶴
舞
町
の
藤
下
家
の
二
階
建
家
屋
に

移
築
さ
れ
て
使
わ
れ
、
今
日
ま
で
奇
跡
的
に
残
っ
た
の
で

あ
る
。
も
し
移
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
「
港
屋
」
の
建
物
は
、

昭
和
二
十
年
の
清
水
港
周
辺
の
度
重
な
る
爆
撃
に
よ
っ
て
、

梅
蔭
寺
次
郎
長
資
料
室
所
蔵
の
史
料
の
中
か
ら
発
見
さ
れ

た
。
大
正
八
年
一
月
三
十
一
日
付
の
「
買
受
証
」
に
は
、

売
却
さ
れ
た
末
唐
の
所
在
地
が
「
安
倍
郡
清
水
町
清
水
受

新
田
四
百
二
十
二
番
地
の
三
の
内
建
物
」
と
明
記
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
「
清
水
受
新
田
四
一
一
一
一
番
地
の
三
」
こ
そ
、

か
つ
て
清
水
波
止
場
と
呼
ば
れ
、
税
関
、
水
上
警
察
、
製

氷
工
場
、
魚
市
場
や
青
木
運
送
（
ア
オ
キ
・
ト
ラ
ン
ス
）

な
ど
が
並
ん
で
い
た
地
域
に
他
な
ら
な
い
。

な
お
最
近
の
調
査
で
、
こ
の
「
四
一
一
一
一
’
三
」
の
土
地

所
有
者
は
、
徳
川
慶
喜
公
の
家
来
白
井
音
次
郎
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
次
郎
長
は
白
井
音
次
郎
の
土
地
を
借
地

し
て
末
麿
を
営
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
末
麿
に
隣

接
す
る
土
地
は
、
大
正
か
ら
昭
和
戦
前
に
か
け
て
は
、
魚

市
場
で
あ
っ
た
が
、
明
治
期
に
は
芝
野
栄
七
が
白
井
音
次

郎
か
ら
の
借
地
で
養
魚
場
を
営
ん
で
い
た
。
芝
野
栄
七
の

家
系
も
元
来
徳
川
家
臣
で
あ
り
、
白
井
音
次
郎
、
芝
野
栄

七
、
清
水
次
郎
長
と
い
う
三
者
の
織
り
な
す
人
間
模
様

は
、
謎
め
い
た
こ
と
が
多
く
、
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
奥

行
き
の
深
い
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。

②
末
腐
か
ら
港
屋
へ

大
正
十
二
年
六
月
四
日
の
「
中
外
商
業
新
報
（
日
本
経

済
新
聞
の
前
身
）
」
に
は
、
「
売
ら
れ
た
次
郎
長
の
家
」
と

い
う
説
明
が
つ
け
ら
れ
た
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
二
階
建
家
屋
は
、
「
大
正
時
代
の
清
水
波
止
場
」
と
題

す
る
フ
ェ
ル
ヶ
ー
ル
博
物
館
所
蔵
の
写
真
に
写
さ
れ
て
い

る
二
階
建
家
屋
と
一
致
す
る
。
そ
の
羽
目
に
は
、
大
き
く

「
港
屋
」
と
屋
号
が
書
か
れ
て
い
る
。

「
港
屋
」
は
片
山
音
吉
、
よ
し
夫
妻
が
経
営
す
る
船
宿

で
あ
る
。
音
吉
の
妻
よ
し
の
旧
姓
は
望
月
。
大
正
八
年
に

山
本
け
ん
か
ら
家
屋
を
買
受
け
た
望
月
正
治
郎
の
妹
で
あ

明
治
新
政
府
高
官
と
し
て
わ
が
国
最
初
の
統
計
書
を
つ

く
っ
た
杉
享
二
が
、
次
郎
長
に
会
い
、
そ
の
人
物
に
す
っ

か
り
ほ
れ
こ
ん
だ
こ
と
を
自
叙
伝
に
記
し
て
い
る
。

杉
享
二
と
い
え
ば
幕
臣
の
中
で
も
俊
秀
と
し
て
知
ら
れ

る
人
。
ペ
リ
ー
の
黒
船
来
航
時
の
老
中
筆
頭
阿
部
正
弘
に

西
欧
の
事
情
を
説
い
た
り
、
開
成
所
教
授
を
つ
と
め
た
ば

か
り
で
な
く
、
幕
府
崩
壊
後
は
沼
津
兵
学
校
教
官
を
つ
と

め
た
後
、
明
治
新
政
府
の
太
政
官
正
院
大
主
記
と
し
て
、

辛
未
政
表
、
壬
申
政
表
な
ど
わ
が
国
最
初
の
統
計
書
を
編

そ
の
周
辺
の
建
物
と
同
様
、
完
全
に
消
失
す
る
運
命
を
免

か
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

鶴
舞
町
の
藤
下
邸
は
、
戦
災
を
蒙
る
こ
と
な
く
今
日
ま

で
残
さ
れ
、
平
成
十
一
年
十
一
月
、
取
り
こ
わ
さ
れ
る
寸

前
に
建
築
部
材
の
保
存
が
市
当
局
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
さ
ら
に
復
元
に
当
た
っ
て
、
そ
の
部
材
が
使

用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
次
郎
長
が
そ
の
手
で
さ
わ
っ
た
柱
や
、
そ

の
足
で
踏
ん
だ
階
段
が
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
さ
ら

に
現
在
へ
と
、
様
ざ
ま
な
運
命
を
経
な
が
ら
継
承
さ
れ
、

復
元
と
い
う
新
し
い
形
で
後
世
に
残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
は
、
生
誕
一
八
○
年
と
い
う
節
目
の
年
に
ふ
さ
わ
し

い
快
挙
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

次
郎
長
の
船
宿
「
末
唐
」
の
復
元
計
画
は
、
現
在
進
行

中
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
港
橋
畔
、
清
水
市

港
町
一
’
二
’
一
四
の
地
に
、
平
成
十
三
年
四
月
頃
に

は
、
二
階
建
七
○
坪
の
建
物
が
完
成
す
る
で
あ
ろ
う
。

こ
諺
っ
肺
し

統
計
の
始
祖
杉
享
一
一
、
と
次
郎
長

墓
し
た
。

五
月
某
日
。
総
務
庁
か
ら
と
い
う
電
話
が
か
か
っ
た
。

統
計
協
会
発
行
の
出
版
物
に
の
せ
た
い
か
ら
次
郎
長
の
顔

写
真
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

二
つ
返
事
が
引
受
け
た
次
第
で
あ
る
が
、
仔
細
を
聞
い
て

み
る
と
、
大
正
六
年
発
行
の
私
家
版
「
杉
享
二
自
叙
伝
」

に
次
郎
長
と
会
っ
た
杉
享
二
が
、
そ
の
人
物
に
感
銘
を
受

け
た
こ
と
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
事
実
を
総
務
庁
発
行

の
出
版
物
で
紹
介
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

２



１
－

総
務
庁
と
い
え
ば
、
内
閣
の
枢
要
な
機
関
。
そ
の
お
役

所
が
次
郎
長
を
紹
介
し
よ
う
と
い
う
の
だ
か
ら
、
い
わ
ば

政
府
公
認
で
あ
る
。
次
郎
長
は
単
な
る
博
徒
な
ど
と
片
付

け
よ
う
と
す
る
手
合
に
、
是
非
こ
の
事
実
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
も
の
だ
。

杉
享
二
が
次
郎
長
に
会
っ
た
の
は
明
治
初
年
。
お
そ
ら

く
元
年
か
二
年
、
江
戸
か
ら
の
移
住
幕
臣
が
続
々
と
清
水

港
に
上
陸
し
、
次
郎
長
が
そ
の
世
話
を
し
て
い
た
頃
の
こ

と
で
あ
る
。

「
杉
享
二
自
叙
伝
」
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い
る
。

「
江
戸
の
移
住
人
が
駿
河
に
着
し
た
時
も
長
五
郎
は
親

切
に
世
話
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
産
業
に
有
り
つ
か
せ
る
こ

と
に
心
配
し
て
い
た
。
余
は
そ
の
事
を
聞
い
て
奇
特
に
感

じ
て
い
た
所
に
、
紹
介
す
る
者
が
あ
っ
て
余
の
許
へ
長
五

郎
が
面
会
を
求
め
て
来
た
。
逢
っ
て
み
る
と
実
に
純
朴
な

も
の
で
、
時
候
の
挨
拶
な
ど
は
な
い
、
直
ち
に
移
住
人
の

産
業
の
こ
と
に
話
が
進
ん
で
、
余
は
第
一
に
開
墾
の
こ
と

を
勧
め
た
」

こ
う
し
て
次
郎
長
と
杉
享
二
は
、
開
墾
に
適
し
た
場
所

を
と
い
う
こ
と
で
、
二
人
で
有
度
山
を
検
分
に
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
三
保
の
松
原
あ
た
り
で
塩
が
と
れ
れ
ば
絶
好
の

産
業
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
製
塩
の
試
験
を
し
た
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
帰
途
に
次
郎
長
の
家
で
休
憩
し
た
。
そ

統計の始祖

あ
っ
て
余
の
許
へ
長
五
郎
が
面
会
を
求
め
て
来
た
。
逢
っ

て
見
る
と
実
に
純
朴
な
も
の
で
、
時
候
の
挨
拶
な
ど
は
無

い
。
直
ち
に
移
住
人
の
産
業
の
事
に
話
が
進
ん
で
、
余
は

第
一
に
開
墾
の
事
を
勧
め
た
。
そ
れ
に
は
久
能
山
か
ら
一

里
程
隔
っ
た
所
に
宇
土
山
（
有
度
山
・
編
集
部
注
）
と
言

う
山
が
あ
る
。
是
れ
は
草
薙
神
社
と
言
っ
て
日
本
武
の
尊

を
祭
っ
て
あ
る
所
で
、
地
味
も
好
く
、
開
墾
に
は
適
当
の

場
所
だ
と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
か
ら
、
長
五
郎
と
共
に
右

の
場
所
を
見
分
に
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
又
製
塩
の
事
に
就

い
て
試
験
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
駿
河
に
は
以
前

薩
田
峠
の
下
に
塩
浜
が
あ
っ
て
塩
が
取
れ
た
。
三
保
の
松

原
辺
で
も
取
れ
る
に
相
違
な
い
。
元
来
駿
河
か
ら
甲
州
へ

運
送
す
る
塩
が
年
々
富
士
川
を
上
る
も
の
が
十
八
万
俵
、

沼
津
よ
り
上
る
も
の
が
八
万
俵
、
そ
れ
が
皆
中
国
、
西
国

か
ら
来
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
駿
河
で
塩
が
出
来
る
様
に

な
れ
ば
絶
好
の
産
業
で
あ
る
と
説
い
た
。
長
五
郎
も
大
い

に
喜
ん
で
余
を
迎
へ
て
三
保
の
松
原
へ
同
行
し
て
羽
衣
神

社
の
神
主
に
落
ち
つ
き
船
に
四
本
柱
を
立
て
竹
の
枝
を
集

め
て
粗
采
に
し
て
潮
水
を
酌
み
掛
け
掛
け
其
成
分
を
試
め

し
た
。
結
果
は
好
か
つ
た
。
其
帰
途
に
、
長
五
郎
の
も
て

な
し
で
漁
船
二
股
を
仕
立
て
、
熟
練
の
網
打
両
人
に
命
じ

て
双
方
で
網
を
討
た
せ
た
が
、
実
に
名
人
だ
け
あ
っ
て
網

の
広
が
り
方
も
手
際
の
も
の
で
魚
も
沢
山
か
か
り
互
い
に

優
劣
が
無
か
っ
た
。
清
水
港
に
帰
っ
て
是
非
宅
に
立
寄
っ

て
く
れ
と
言
ふ
の
で
暫
く
其
宅
に
休
憩
し
た
。
誠
に
質
素

な
も
の
で
裏
店
の
如
き
体
で
あ
る
。
尤
も
他
に
二
階
建
の

新
ら
し
い
家
は
あ
っ
た
が
、
是
れ
は
姉
の
為
に
造
っ
た
と

言
ふ
の
で
自
分
の
住
居
は
膝
を
容
る
る
に
過
ぎ
ぬ
有
様
で

あ
る
。
併
し
、
其
一
室
に
は
槍
・
鉄
砲
が
各
々
数
本
飾
っ

て
あ
る
ｃ
槍
は
文
珠
四
郎
の
銘
が
あ
り
、
鉄
砲
は
何
々
の

瀞
Ｆ３

ｆｌ
群

ゴ

へ鱗

○
清
水
の
次
郎
長
に
接
す

３

杉享二

の
家
は
実
に
質
素

で
あ
っ
た
が
、
部

屋
の
中
に
槍
や
鉄

砲
が
飾
っ
て
あ
る
。

そ
の
由
来
を
尋
ね

る
と
、
家
康
公
が

天
下
を
治
め
た
御

道
具
で
、
久
能
山
の
宝
物
が
今
度
の
変
革
で
売
り
物
に
出

さ
れ
て
い
た
の
を
も
っ
た
い
な
い
か
ら
買
取
り
、
今
に
三

位
様
（
家
達
公
）
が
御
入
部
に
な
れ
ば
献
上
す
る
つ
も
り

が
あ
る
と
い
う
。

「
長
五
郎
は
学
問
の
知
識
は
な
い
が
、
そ
の
精
神
の
卓

越
し
て
い
る
こ
と
は
感
心
の
ほ
か
は
な
い
」

と
杉
享
二
は
自
叙
伝
に
書
い
て
い
る
。

「
自
叙
伝
」
の
そ
の
件
り
を
以
下
に
紹
介
し
よ
う
。

余
が
清
水
に
在
る
時
、
清
水
港
に
長
五
郎
と
言
う
侠
客
が

居
た
。
此
長
五
郎
は
博
徒
の
親
方
で
子
分
が
何
百
人
か
あ

る
、
至
っ
て
義
侠
心
に
富
ん
だ
男
で
子
分
を
戒
め
て
不
正

不
義
の
行
は
決
し
て
さ
せ
な
い
。
其
評
判
は
近
国
に
鳴
り

響
い
て
居
た
。
維
新
の
初
め
有
栖
川
宮
が
征
討
総
督
で
関

東
討
入
り
と
言
う
時
、
甲
斐
の
黒
駒
が
官
軍
の
先
陣
と
な

っ
て
駿
河
地
方
を
通
る
と
言
う
こ
と
が
聞
へ
た
。
黒
駒
は

矢
張
博
徒
の
親
分
で
、
子
分
も
随
分
あ
っ
た
が
、
何
分
兇

悪
の
徒
で
あ
っ
た
か
ら
、
長
五
郎
と
は
響
敵
の
間
柄
な
の

だ
、
そ
れ
が
、
官
軍
の
先
導
に
立
っ
て
来
る
と
聞
い
た
か

ら
、
長
五
郎
大
い
に
憤
り
人
も
あ
ら
う
に
盗
賊
、
人
殺
の

兇
状
あ
る
黒
駒
が
、
官
軍
の
先
導
と
は
何
事
ぞ
、
長
五
郎

が
目
の
黒
い
う
ち
は
、
彼
等
一
歩
も
通
す
事
は
相
成
ら
ぬ
、

と
の
勢
で
子
分
を
つ
れ
て
出
向
っ
た
。
す
る
と
、
さ
あ
親

方
が
出
た
と
言
う
の
で
、
数
百
の
子
分
が
跡
か
ら
附
従
っ

た
。
此
の
事
を
聞
い
て
黒
駒
も
恐
怖
し
て
こ
そ
こ
そ
と
引

下
っ
た
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
の
移
住
人
が
駿
河

に
着
し
た
時
も
長
五
郎
は
深
切
に
世
話
を
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
産
業
に
有
り
つ
か
せ
る
事
に
心
配
し
て
居
た
。
余
は
其

の
事
を
聞
い
て
奇
特
に
感
じ
て
居
た
所
に
紹
介
す
る
者
が



あ
る
と
言
ふ
こ
と
を
悟
っ
て
、
そ
れ
か
ら
私
は
ふ
シ
つ
り

酒
を
や
め
ま
し
た
。
只
今
で
は
別
に
道
楽
は
無
く
、
唯
々

命
に
掛
け
て
人
の
難
儀
を
救
ふ
の
が
、
一
つ
の
楽
み
で
御

座
い
ま
す
。
人
の
難
儀
を
救
ふ
の
は
命
掛
け
で
無
け
れ
ば

出
来
ぬ
も
の
で
あ
る
と
言
っ
た
。

（
「
杉
享
二
自
叙
伝
」
）

作
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
是
れ
は
如
何
な
る
由

緒
あ
り
や
、
と
尋
ね
た
れ
ば
、
こ
れ
は
権
現
様
が
天
下
を

治
め
ら
れ
た
御
道
具
で
、
実
は
久
能
山
の
品
で
あ
る
。
此

度
の
変
革
に
依
り
右
の
御
道
具
を
売
り
物
に
し
た
。
余
り

に
勿
体
無
い
か
ら
私
が
買
取
っ
た
の
で
、
今
に
三
位
様

（
家
達
公
）
が
御
入
部
に
な
れ
ば
、
献
上
す
る
積
も
り
で

あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
長
五
郎
は
学
問
の
智
識
は
無

い
が
、
其
精
神
の
卓
越
し
て
居
る
こ
と
は
感
心
の
外
は
無

い
。
前
の
羽
衣
神
社
神
主
の
宅
に
憩
ふ
た
其
席
上
で
、
余

が
談
話
の
序
に
、
丁
度
月
が
出
た
か
ら
彼
に
向
ひ
、
今
、

か

月
が
出
た
が
、
あ
の
月
が
円
く
な
っ
た
り
、
騰
け
た
り
す

る
訳
を
知
れ
り
や
、
と
間
ひ
し
に
、
彼
は
一
向
に
存
じ
ま

せ
ぬ
と
言
ふ
。
港
に
居
て
潮
の
満
干
は
日
々
見
る
こ
と
で

あ
る
が
、
其
訳
を
知
れ
り
や
と
問
ふ
。
彼
ま
だ
一
向
存
じ

み
ち
か
け

ま
せ
ぬ
と
一
一
一
一
口
う
。
そ
こ
で
月
の
盈
謄
、
潮
の
干
満
等
の
理

を
説
き
聞
か
せ
た
る
に
始
め
て
聞
き
た
る
こ
と
と
て
非
常

に
驚
き
且
喜
ん
だ
。

其
後
余
が
駿
河
国
人
別
調
の
事
で
、
清
水
港
に
巡
回
し

た
時
、
早
速
長
五
郎
が
来
て
江
戸
か
ら
鐸
に
来
て
、
ま
だ

送
籍
が
無
く
て
人
別
に
這
入
ら
ぬ
者
が
二
人
あ
り
、
人
別

が
無
い
と
帳
外
者
と
し
て
疎
遠
に
せ
ら
る
、
習
慣
で
当
人

が
迷
惑
す
る
か
ら
、
此
際
人
別
に
這
入
り
ま
す
様
願
上
る

と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。
其
人
の
性
質
又
近
所
の
お
り
合
な

ど
問
質
し
、
直
に
人
別
に
加
へ
る
こ
と
に
し
た
れ
ば
大
い

に
喜
ん
で
帰
っ
た
。

其
平
生
酒
は
固
よ
り
煙
草
も
用
ひ
ぬ
様
子
を
見
て
、
何

か
娯
楽
あ
り
や
、
と
問
ふ
た
れ
ぱ
、
彼
れ
の
言
う
に
は
、

私
も
若
い
時
は
、
随
分
道
楽
も
し
、
酒
も
飲
み
ま
し
た
。

然
る
に
先
年
清
水
港
へ
江
戸
か
ら
剣
術
の
先
生
が
来
て
、

稽
古
所
を
設
け
て
居
て
、
私
共
も
指
南
を
受
け
ま
し
た
。

あ
る
時
、
其
先
生
が
隣
村
の
御
厨
郷
と
言
ふ
所
の
豪
家
へ

招
か
れ
て
行
く
の
で
、
私
も
供
を
し
て
一
所
に
参
り
ま
し

た
。
先
方
で
酒
宴
が
あ
っ
て
、
先
生
も
大
い
に
酔
潰
れ
て

帰
途
に
、
と
う
と
う
駕
寵
か
ら
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ

で
剣
術
の
先
生
と
も
あ
る
も
の
が
酔
っ
て
駕
篭
か
ら
落
っ

ひ
っ
き
ょ
う

る
の
も
知
ら
ぬ
様
で
は
仕
方
が
無
い
。
畢
寛
酒
の
罪
で

そ
も
そ
も
か
ら
数
え
る
と
、
竹
内
宏
会
長
が
平
成
五
年

に
文
芸
春
秋
誌
に
「
次
郎
長
と
私
」
を
書
き
、
伏
谷
如
水

子
孫
の
市
原
市
高
石
鶴
子
さ
ん
が
連
絡
を
寄
せ
ら
れ
て
か

ら
、
七
年
の
歳
月
に
な
る
。
平
成
十
二
年
四
月
三
日
、
早

朝
清
水
市
を
出
発
し
た
バ
ス
が
、
一
行
二
十
八
人
を
乗
せ

て
千
葉
県
市
原
市
の
鶴
舞
に
到
着
。
念
願
の
次
郎
長
ツ

ア
ー
、
市
原
訪
問
が
実
現
し
た
。

４

左から竹内会長､高石､服部､内藤､塚原各氏｡如水墓前で

新をめ検名会員会の十年まぴ
し訪市分が長と運秋一へでとこ
くね原の、の竹営に年平、なの
結、市た下五内委当、~／成昨る運

成
さ
れ
た
「
鶴
舞
藩
を
知
る
会
」
の
内
藤
昇
会
長
ら
と
交

流
、
さ
ら
に
今
年
（
平
成
十
二
年
）
二
月
一
一
十
二
日
に
内

藤
会
長
以
下
市
原
市
の
ご
一
行
が
清
水
市
に
来
訪
、
次
郎

長
の
墓
参
な
ど
当
会
と
交
流
を
深
め
た
。
こ
の
間
、
終
始

こ
ま
め
に
交
流
の
推
進
役
を
つ
と
め
た
の
は
市
原
市
の
高

石
さ
ん
と
塚
原
茂
さ
ん
で
あ
る
。

こ
う
し
た
エ
ー
ル
の
交
換
が
あ
っ
て
、
よ
う
や
く
訪
問

ツ
ァ
ー
が
実
現
、
参
加
者
も
二
十
八
人
と
、
ち
ょ
う
ど
次
郎

長
子
分
二
十
八
人
衆
と
語
呂
合
わ
せ
の
よ
う
に
な
っ
た
。

四
月
三
日
、
今
年
の
春
は
お
そ
く
、
桜
は
ま
だ
ま
ば
ら

で
あ
る
。
伏
谷
如
水
の
墓
前
で
は
、
高
石
鶴
子
さ
ん
と
、

当
会
の
服
部
千
恵
子
さ
ん
が
、
伏
谷
如
水
、
次
郎
長
そ
れ

ぞ
れ
の
子
孫
と
い
う
こ
と
で
劇
的
な
握
手
を
交
わ
し
、
全

員
が
玉
串
を
さ
さ
げ
た
。

墓
参
の
後
、
桜
の
名
所
鶴
舞
公
園
で
桜
の
苗
木
の
記
念

植
樹
祭
を
行
い
、
さ
ら
藩
校
跡
の
鶴
舞
公
民
館
に
移
っ
て
、

小
出
善
三
郎
市
原
市
長
を
は
じ
め
、
内
藤
昇
鶴
舞
藩
を
知

る
会
会
長
、
高
石
さ
ん
、
塚
原
さ
ん
（
司
会
）
や
大
勢
の

地
元
の
方
が
た
が
参
加
し
て
盛
大
な
歓
迎
の
懇
親
会
が
開

か
れ
た
。
翌
日
の
地
元
紙
千
葉
日
報
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

を
四
段
抜
記
事
で
大
き
く
報
じ
た
。

市
原
市
と
の
交
流
重
ね
る

四
月
一
一
一
日
、
一
一
十
八
人
衆
が
勢
揃
い
し
て
市
原
訪
問

ﾛ伊守圃


